











































































































































































































た。これとは反対に、多くの事跡が知られている時代につ ても見ることにしたい。 『国史百詠 から、終わりに近い、 「後土御門朝」 「後柏原朝」 「後奈良朝」 「正親町朝」を詠んだ詩を引く（このあとが最後の「後陽成朝」九首である（
。




























































































































（６（前者は『誹風柳多留』 八編（寛政十一年 ・ 一七九九刊行（
に、後者は百二編（文政十一 ・一八二八刊行
（
に収録。 『新装
版／誹風柳多留全集』 （東京、三省堂
（
の三巻と八巻（ともに平
成十一年（に収録する。
（附記
（
図版については国立公文書館内閣文庫のウェブサイト
を利用させていただきました。記して御礼申し上げます。
